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　いよいよこの４月から，中学校でも「特別の教科　
道徳」（以下「道徳科」）が全面実施となりました。
各中学校では校長先生のリーダーシップのもと，道
徳教育推進教師を中心とした「チーム学校」として
の体制で，道徳科を要とした道徳教育の推進に取り
組んでいるところだと思います。また今年度は，全
面実施から１年経った小学校道徳科の成果と課題が
多くの研究大会や研修会等で発表され，議論される
ことだと思います。子どもの発達段階や学校運営の
システムは少し異なりますが，中学校の先生方も９
年間の義務教育という小中一貫教育（狭義の意味で
はなく）の視点に立ち，情報収集と意識改革の場と
して参加されるとよいのではないかと思います。 
　ご承知のように，道徳の教科化に向けた議論の発
端は，深刻ないじめ問題でした。それまでも，時間
割の中に位置づけられていた道徳の時間や，あらゆ
る教育活動を通じて（学校間で程度の差はあるとし
ても）いじめの防止に向けて取り組んできました。
しかしながら，結果として十分な成果をあげること
はできませんでした。
　いじめに関する興味深いデータがあります。2017
年に大津市が市内の小中学生に行ったアンケート
で，「いじめは絶対にいけない」という考えに対し，

「そう思う」と回答したのは78.8%，「やや思う」は

14.3%で，合計93.1%でした。一方，「いじめられる
人にも原因がある」に対しては，「そう思う」は
29.5%，「やや思う」は37.0%で，合計66.5%が肯定
的であるという結果が出ました。子どもたちの本音
とたてまえが，はっきりと見えた集計結果だと思い
ます。（「平成29年度 いじめについてのアンケート【調査結果

報告書】」大津市）

　いじめられる側にも問題があるからしかたがない
と考えている，悪いことだとわかっているが（止め
るという）行動に移せない，そのような子どもたち
に，どのように道徳教育を進めていけばよいので
しょうか。正しいことや大切にすべきことは何かを，
頭では理解していてもなかなか行動に移せない人間
としての弱さを認め，そのうえで，その弱さを乗り
越えてよりよく生きていくにはどうすればよいか。
教師と生徒がともに話し合い，考えを深めていくと
いう姿勢が求められているのではないでしょうか。
このことが今回，教科となった道徳の授業に求めら
れている，「考え，議論する道徳」への転換という
ことなのではないかと思います。

生徒指導の三つの機能を生かした道徳教育

　週に１時間の道徳科の授業を，たてまえだけの意
見交換の時間にせず，真の意味で充実したものとす

大
お お は し

橋 忠
た だ

司
し

同志社大学教授

ピンチをチャンスと
捉えてチャレンジ！
道徳科を通じた新たな学校づくり

巻 頭 言

2



るもの，子どもたちの道徳性を育むための土台とな
るものは，いうまでもなく，日々のあらゆる教育活
動の中で子どもたちと接している教師の姿です。
　学級経営の要となる担任を含め，全ての教職員が，
生徒指導の三つの機能※を生かした教育活動を行う
ことが大切です。一つめは，教師が生徒一人一人を
徹底的に大切にし，一人一人をかけがえのない存在
として大切に思い指導し，「自己存在感」（自尊感情）
を与えること。二つめは，人間的なふれ合いを大切
にし，教師自らが自己開示を行い，教師と生徒がと
もに人間的な弱さを乗り越えようとする「共感的関
係」を基盤にすること（このことは生徒どうしの人
間関係にもいえることです）。三つめは，生徒の主
体性を大切にし，生徒それぞれの可能性の開発を援
助するとともに，社会的な自己実現を図るため自分
で考えて決めて実行するという「自己決定の場」を
与えること。
　これらの生徒指導の三つの機能を生かした教育活
動を行わなければ，教師の言葉が生徒の心に響くこ
とはなく，また道徳教育の目標である「人間として
の生き方を考え，主体的な判断の下に行動し，自立
した人間として他者と共によりよく生きるための基
盤となる道徳性を養うこと」は難しいのです。いま
一度，全ての教職員が自らを振り返る必要があると
思います。（※参考：坂本昇一『生徒指導の機能と方法』

1990年，文教書院）

まずは三つのCHから道徳科の授業を

　学級担任は学級の現状だけでなく個々の子どもの
個性や背景等を理解しているからこそ行える，道徳
科の授業があると思います。多忙を極め，新しいこ
とに対する負担感や不安感がある学校現場だからこ
そ，また道徳教育の大きな転換期だからこそ，チー
ム学校として組織的で計画的な取り組みを，見える
形から始めるのも一つの方法かと思います。
　すでに多くの学校で実践されているかと思います
が，教師が交代で学年の全学級を回り，得意分野に
関連する内容項目の授業を行うという取り組みは，
教科担任制の中学校現場だからこそ抵抗なく進めら

れるのではないかと思います。また，「主体的・対
話的で深い学び」の中で「考え，議論する道徳」を
行うのですから，ペア学習やグループ討議，ワーク
ショップやディベート形式の話し合い，ロールプレ
イなどの活動を取り入れることも大切です。
　まずは，三つのＣＨ（PINCHをCHANCEと捉
えCHALLENGEする）を胸に，道徳科の授業に
前向きに，できるところから挑戦してほしいと思い
ます。

「考え，議論する」教師集団

　今年度は，各学校で道徳科の授業を含めた道徳教
育を確実に実践しながら，組織的で計画的な取り組
みの成果と課題を整理し，より生徒に機能し実効性
のある道徳教育を推進させ充実させる年度です。道
徳教育推進教師の役割は今まで以上に重要になり，
子どもたちに直接関わっている教職員の悩みや困り
ごとを吸い上げ，うまくいった喜びを分かち合うよ
うな有意義な校内研修会を実施してほしいもので
す。校内研修会は，校内外での具体的な実践の交流
をもとに，情報を共有し，授業改善や授業力の向上
等を目ざしていく内容になるかと思います。
　この校内研修会を従来の伝達型ではなく，教師自
らが「考え，議論する」ことを実践し，「主体的・
対話的で深い学び」となるような研修会にしてはど
うでしょうか。全教職員が発言し，他者の意見を聞
き，自らの考えを見つめ直す機会とし，お互いの情
報を共有して合意形成を図り，自己決定していくの
です。この機会に，全ての学校で全ての教職員が，
研修会はもちろんのこと，職員室も含めあらゆる場
面で気軽に話せ，お互いの悩みを共有し，たてまえ
ではなく本音で語り合える教師集団をつくっていく
のです。そのためには，教職員の意識改革はもちろ
んのこと，校長が教職員の悩みと向き合い，一歩踏
み出せるような助言と支援，そして指導をすること
も必要です。校長の強い信念とリーダーシップのも
と，全教職員で道徳教育を通じた新たな学校づくり
に挑戦してほしいと願っています。
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◆はじめに　なぜ道徳なのか？

　「本校は今後，道徳教育を核とした学校教育を推
進していきます。」
　平成27年4月，校長として赴任した最初の職員
会で私は宣言した。なぜ道徳なのか？　道徳教育こ
そが教育の根幹だからである。教育の目的は「人格
の完成」を目ざすこと，それはすなわち「道徳性を
養うこと」を目ざす道徳教育の目標と軌を一にする。
　私は担任時代，道徳で学級をつくることを心がけ
ていた。週1時間の道徳授業が学級づくりの場であっ
た。生徒と一緒に考え，みんなで意見を言い合い，
聞き合うことでお互いに認め合う学級へと変容して
いった。学年主任の時は道徳で学年をつくることに
腐心した。学年集会や週1回発行する学年便りを通
じて，ともに考える学年集団になることを期待した。
校長となった今は，「道徳で学校をつくる」ことを
学校経営方針の第一に掲げている。

◆これからの道徳教育に求められるもの

　「道徳の時間」の特設から60年。教科化が進めら
れた。「特別の教科　道徳」（以下「道徳科」）の誕
生である。なぜ教科化なのか？　我々はよくよく吟
味しておかなければならない。今までの道徳に何が
足りなかったのか？　これからの道徳に何が必要な
のか？　何が求められているのか？
　ある大学の教育学部に在籍する学生対象の調査に
よると，小・中学校時代に受けた道徳授業について

「自分の人生に与えた影響はほとんどない」とする
学生が７割以上いたとのことである。この間，私た
ちは道徳授業をやってこなかったわけではない。に
もかかわらず，である。
　道徳授業が教材の単なる読み取りに終わってい
る，わかりきったことを聞くだけで何も学ぶものが
ない等々，かなりきつい批判を浴びているが，最大
の理由は，子どもたちに生きる夢や希望をもたせら
れなかったこと，人生への感動を味わわせることが
できなかったことにあると考える。道徳授業を楽し
くないと感じるのは，まさにこのためである。
　今までの道徳授業をはじめとする道徳教育は，「人
生」「人物」と出会う機会になっていなかった。い
くら授業のねらいを明確に定め，発問を工夫し，導
入･展開･終末を丹念に行おうと，そこに「人生」「人
物」が抜け落ちていたのでは，「生きた道徳教育」
にはならない。教材は描かれた絵空ごととしてすま
され，生きる夢や希望，人生への感動とは無縁のも
のにならざるをえない。これからの道徳教育に求め
られるのは，「人物」=「生の人生」と出会わせるこ
とであると考える。
　「そんな人がいたんだ。」
　「そんな人生があったんだ。」
　「どうしてそんな生き方をしたのだろう？」
　「どうしてそんな生き方ができたのだろう？」
　その人の人生の底流に流れる一筋の光を探り出す
ことで自らの生き方を再考し，新たな生き方を探っ
ていく。その中で人生の指針となるべきものを凝結
させていく。現実の「人物」から自らの「人生」を
学ぶ。そんな道徳教育や授業が，今求められている。

◆人が学ぶのは人からである

　人は人を通して学ぶ。「学ぶ」すなわち「まねぶ」。
　何かに行きづまった時，判断に苦しみ解決策が見
えないと感じた時，そんな時でも決して諦めること
なく前向きに生きていける人は，人生のモデルとし
ての憧れの存在をもっている。「あの人ならこんな

学校全体をあげて行う道徳教育
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時どうするだろう？　きっとこんなふうに考え，行
動するんじゃないか。よし，自分もやってみよう！」
と思うことがスタートである。生き方や考え方をま
ねることからスタートする。憧れの存在が，自らの
道筋を照らしてくれる道標となるのである。
　「自分もこんな生き方をしてみたい。」と思った時，
人は人生への夢や希望を抱く。その夢や希望が自分
だけのものに留まらず「世のため，人のため」とい
う視点が加わった時，人生への「志」が生まれる。
そんな人生のモデル，憧れの存在を本校では「かく
ありたしの像」と名づけている。一人一人の子ども
たちが，生涯を貫いて追い求めたいと願う「かくあ
りたしの像」を見つけ出すことを念じつつ，日々の
道徳授業，教育活動にあたっている。

◆人物教材を扱った道徳授業を核に

　「自らの生き方を考える道徳授業の創造～生きる
指針を見いだすための道徳授業の構築をめざして
～」これが本校の研究主題である。「自らの生き方
を考える」際，なにより参考になるのが先人の生き
方である。私たちの前には，幾千幾万人の先人たち
がその時代時代を精いっぱい生き抜いてきている。
特に偉人として後世にまで語り継がれているような
人には学ぶべきところがたくさんある。
　人物教材を扱った道徳授業づくりにすかさず応え
てくれたのが，道徳教育推進教師であった。彼女は
人物探しから始めた。いろいろな人物をコンパクト
に紹介した本や名言集を読み，ようやく選んだ人物
について20冊近い本を読みあさり，最初の教材を
つくりあげ，授業に臨んだ。
　授業後の彼女の第一声は「この人についてもっと
知りたくなりました。もっと勉強したくなりまし
た」。これまで，道徳の授業後に「もっと勉強した
くなりました。」という感想をもった教師が，どれ
ほどいたであろうか。皆無に近いであろう。生徒た
ちはどうであろう。言わずもがなである。教師がそ
んな思いをもったということから，人物教材を扱う

道徳授業には限りない可能性が秘められていると感
じた。
　この年の秋，道徳参観日を設定した。全学級で道
徳授業を公開，しかも人物教材を扱った道徳授業で
ある。各担任が，人物探し，教材づくり，指導案づ
くりに，夏から取りかかった。授業日の2，3日前
には他の教員が生徒役となって，それぞれ模擬授業
を行った（写真１）。この模擬授業は，授業者にとっ
ても生徒役の教員にとっても大変すばらしい学びの
場となった。お互いに意見を言い合うことで，みん
なで道徳授業をつくっていくんだという意識が芽生
えた。また，問われた側としてどう考えたかを率直
に言い合うことで発問の見直しが進み，当日の授業
に深まりが出た。この模擬授業形式の授業検討会は
その後も継続して行っている。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　さらに人物教材を扱った道徳授業の集大成とし
て，「表

あらわし

鷲の巣立ち式」という式を設けた。卒業を
控えた３年生一人一人が，自らの「かくありたしの
像」を発表する場である。自分がその人のどんなと
ころに魅力を感じ，その人のどんなところを自らの
人生に取り込もうとするのか，下級生や保護者，地
域のかたの前で語る。自分自身のこれからの人生を
どう生きるのか，自らの生き方を披露する場である。
保護者はもちろん地域のかたにも多く来ていただ
き，その後の本校の取り組みとして根づいたことに
感謝している。

写真１
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◆道徳教育を核とした学校経営

　以下，本校における道徳教育を核とした教育活動
について紹介する。なお道徳授業は担任だけでなく
担任以外の教職員も実践することを，共通理解して
進めている。
①「道研」（道徳授業事前研究会）
　構成メンバーは，学年団の教員と教務団。教務団
は担当の学年を決めて，それぞれの道研に参加する。
週初めの時間割上に道研の時間を設定する。
　本校は小規模校なので道研の時間が組みやすいと
いえる。大規模校だと難しいかもしれないが，部活
動休止日に設定するなどの工夫は考えられると思
う。週初めに道研を行い金曜日に授業を実践する。
道研で検討することは，以下の３点である。
授業のねらい　生徒たちと何についていちばん考え

たいかを明確にしておく。授業者自身の言葉でね
らいを表現すること。

自らの生き方を考える中心発問　中心発問一つだけ
で授業ができるように発問を練り込む。予想され
る生徒の反応を可能な限りあげる。問い返しの発
問を複数考える。

導入・ワークシート　クイズ，宿題の発表，アンケー
ト結果，写真映像の提示等々，導入で生徒の心を
つかむ工夫。振り返りのワークシートの作成。

　ただし，道研の時間は一コマ分の時間（50分）
なので，これら３点が完成するとは限らない。それ
でもかまわないということで進めている。　
　道研までに，教材として扱う資料，教師用の指導
書，　『私たちの道徳』，『学習指導要領解説』を用意
し，各自が読んでくる。土日に読み込み，上記３点
について意見をもち寄る。特に『私たちの道徳』，『学
習指導要領解説』の読み込みがポイントとなる。
　道研のよさとして，次の点があげられる。複数で
協議するのでいいアイデアが浮かび，家で一人で考
えるよりも授業づくりが早くできる。みんなで考え
るので担任の心理的負担が少ない。先輩教員の知恵

や技術の伝達ができ，教員どうしの学び合いが自然
に行える。様々な教科の教員がいることで，教科特
有の鋭い視点や考えを参考にできる。時間割上に位
置づけているため毎週確実に実施できる。校長，教
頭を含め全員で行うことで一体感が生まれる。
　要するに本校の道研は，「考え，議論する道徳」
をまずは教員がやってみようということである。教
員自らが，みんなで考え，議論する経験を積み重ね
ることで，お互いの授業力向上につながっている。
②参観カードと「今週の道徳」ボード
　同学年・他学年の授業を積極的に参観し合う。金曜
日の授業時間をずらすことでお互いに参観しやすい
ようにしている。養護教諭や生徒指導専任相談員等
も積極的に参観しており，生徒の考えや思いを直接
聞くことで生徒の人間性を感じ取るよい機会となっ
ている。上下の学年の授業を観ることで内容項目の
深まりや発達の順序がわかったり，ねらいの設定の
段階がわかったりと，授業づくりに大いに役立つ。
　授業参観をしたあとには参観カードに感想や気づ
いた点などを書き込み，授業者に還元する。授業者
にとっても参観者にとってもいい刺激となっている。
　また，どの時間にどの学級でどんな道徳授業があ
るのかを知らせるための「今週の道徳」ボードを職
員室に掲示し，全員が確認できるようにしている。
③道徳授業の基本的な「流し」
　人物教材を扱った道徳授業の実践を通して，通常
の道徳授業においても次のような「流し」が一般的
になってきた。理由や留意点も併記する。
ⅰ　生徒は宿題として教材を読んでくる。授業中は

読まない。（予習としての宿題を課す。）
　→生徒が教材をあらかじめ読んでくることで，授

業では本当に考えたいことに時間を使うことが
できる。範読に時間を取られないので余裕をもっ
て授業に臨むことができる。

ⅱ　中心発問一つで授業をする。本当に考えさせた
いこと，一緒に考えたいことに時間を使う。

　→中心発問一つで授業するためには生徒が思わず
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考えたくなるような発問を練る必要がある。人生
の命題ともいえるような本気で考えたくなる問
いを，道研を通して練りあげる。

ⅲ　生徒全員が全員の前で発言する。
　→全員が全員の前で発言することでお互いに学び

合う機会となる。教師も一人の人間として自らの
考えを披瀝する。

ⅳ　振り返りのワークシートは授業中に書かない。
授業は語り合う場。ワークシートは復習とし
ての宿題とする。

　→その時間も語り合いに使う。家に持ち帰って考
えることで，生徒は改めてその問題に向き合い，
自らの思考を深めることが可能となる。

④授業後の振り返りと評価
　教員にとっても授業後の振り返りは必要である。
授業の板書を写真に撮り，発問や生徒の反応を１枚
のシートにまとめる。生徒が書いてきたワークシー
トは，コメントを書き込み教室前廊下に掲示する（写
真２）。この時コメントとして書き込んだ内容が学
期末の評価に大変役立つ。

　授業で使った資料や写真など全てのものをデータ
として専用のフォルダに保存しておく。教員にとっ
ても財産となるが，次年度への橋渡しにもなる。
⑤教員にとっての「かくありたしの像」
　生徒に「かくありたしの像」を求めるのならば，
教員自身も範を示すべきだと考えた。教員も自らの

「かくありたしの像」をA4判1枚にまとめた。校舎
内に掲示コーナーを作って掲示している。大人にも
人生のモデルは必要であることを再認識した。

⑥その他の活動への広がり
ア　各学校行事への敷衍　
　運動会や文化祭などの学校行事を行う際，その要
項に道徳教育の視点を盛りこむ。学校行事を道徳教
育の視点で見直すきっかけとなった。
イ　身近な「かくありたしの像」見つけ
　学校行事への取り組みの中で「自分と仲間のよさ
再発見カード」を用い，お互いのよさを認め合う機
会とする。先輩の姿に身近な「かくありたしの像」
を見つける取り組みとなった。
ウ　掃除お師匠さん制度
　日々の清掃活動を異学年交流の場とする。異学年
どうしで取り組ませることで，教員主導ではない，
先輩がリードする雰囲気が生まれてきた。社会性や
協調性，リーダー性を育む機会となっている。
エ　生き方セミナー～先輩に学ぶ～
　6 ～ 7名の職業人のかたを講師に迎え，それぞれ
の専門職での体験談を聞く機会をつくる。生徒たち
は実技等を交えながらのお話から現実の生き方を学
ぶとともに，キャリア教育の学習ともなっている。
オ　地域ボランティアへの参加
　従来から盛んであった地域ボランティアへの参加
がますます盛んになってきた。地域からも戦力とし
て期待されている。

◆おわりに

　本校の道徳教育推進の取り組みは，人物教材を
扱った道徳授業の実践から始めた。人物を扱う道徳
授業で培ったノウハウが通常の読み物教材を扱う道
徳授業にどんどん汎用されていった。この取り組み
は，教科となった道徳の一つのあり方として，全国
の先がけとなるものであると自負している。
　最大の特質は，教員自らがもっと学びたくなる，
もっともっと知りたくなるといった「学び」の実感
を得ることである。その学びで得た想いが生徒一人
一人に伝播していく。そこにこそ教育の至高の姿＝

「感化」が生まれるのである。

写真２

特集／学校全体をあげて行う道徳教育
道徳で学校をつくる

7教育出版　とびだそう未来へ　2019年春号



学校全体をあげて行う道徳教育

◆はじめに　 
　学級経営における道徳授業の大切さ

　学級担任をしていると，生徒指導が重要だと考え
る先生は多いことでしょう。生徒一人一人，誰しも

「見える部分（表情や行動など）」と「見えない部分
（心の内）」をもっています。生徒指導は生徒の行動
面から心の内へのはたらきかけであるのに対し，心
の内からのはたらきかけを行うのが道徳です。学級
経営をしていくうえで，生徒指導と道徳授業は両輪
のようなものであり，生徒たちの心を育てるために
大切なものです。
　私は学級では，生徒のよりよく生きたいと願う気
持ちを育てながら，一人一人の生徒を孤立させずい
ろいろな生徒とつながりをもたせること，一人一人
のよさを学級全体に広げていくことを目ざし，「つ
なぐ・広げる・整える」というキャッチフレーズを
つくって学級経営のモットーとしています。　　
　生徒たちをつなぎ，広げ，整えるために，日々の
生活の中で道徳の果たす役割は大きいと考えます。
そして道徳授業をはじめとする様々な学びや教師の
思いを生徒や家庭とつなぐために，学級通信が欠か
せません。
　ここでは，私が学級経営において大切にしている
道徳授業と学級通信について，「つなぐ・広げる・
整える」のキーワードとともに紹介していきたいと
思います。

◆道徳の授業開きで学び方を意識づける

　新しい学年が始まって最初の道徳は，道徳の授業
開きの時間です。一人一人みんな考えが違うのだか
ら，話し合ってお互いの考えを伝え合うことが大切
であることを伝えるために，授業を仕組みます。教
材「大きな川」（『道徳授業の革新－「価値の明確化」で生き

る力を育てる』1997年，明治図書出版）を使って授業を行っ
たあとに作成した学級通信（道徳通信）を，下にご
紹介します。授業のねらいは「学級の生徒一人一人
の考え（価値観）の違いを知り，その違いを尊重し
合う態度を育てること」です。
　授業では，自分の考えをしっかりもつということ，
また，他人の意見に耳を傾け，よいと思うことは柔
軟に取り入れることを確認しました。学年の初めに
このような態度や考え方の大切さを意識づけること
で，その後の道徳授業での話し合いばかりではなく，
全ての学級活動における学びの深まりへとつながっ
ていきます。

渋
し ぶ

谷
や

 美
み ち こ

智子
福島市立北信中学校教諭

学級経営と
道徳授業
学級通信を活用して

特集

学級通信 「大きな川」（道徳の授業開き後の振り返り）
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◆道徳授業で生徒の心を整える

　学級経営をしていくなかで，整えるべきものはた
くさんあります。生活環境を整える，学習環境を整
える……。毎日の生活リズムは大切ですので，自主
学習ノートなどは毎日提出することにしています。
そして朝の学習時間から静かな時間をつくりだし，
落ち着いて一日の生活をスタートさせることを心が
けます。教科指導は教科担任に任せますが，学習環
境の整備には集団としての学級のレベルが関係して
くるため，担任がしっかりと関わります。
　成績や結果ではなく，「みんなでやることに意義
あり」と，学級全員で成し遂げていくことに重きを
置いています。なかにはできない生徒も出てきます。
そういうときには，学級のみんなでその生徒をサ
ポートします。ただ集団で生活しているのではない，
集団で生活するなかで協力することを学び，みんな
で達成感を味わい，「このクラスでよかった」とい
う所属感や満足感を享受させたい，そんな気持ちで
生徒たちを応援します。

　そして忘れてはいけないのが，生徒たちの心を整
える時間です。私は，それが道徳授業の時間である
と思っています。心を豊かにする時間，心を育てる
時間。「心が豊かになる」「心が育つ」とは，「心の
はたらきをよくすることだ」と，大先輩に教わりま
した。しかし何を隠そう，「道徳の授業をすると，
心が整う気がするんです。」と教えてくれたのは，
私の教え子だったのです。

　授業をしていると，生徒は実に自由ですばらしい
発想をしていると感心します。生徒たちには，思っ
たことや考えたことを自由に発表してもらいたい
し，授業者は，その舵取り程度でいいのではと思っ
ています。自分も一緒になって学び考えていくこと
が，教師の醍醐味ではないかと思うのです。

◆道徳授業で本音で語り合い，いじめに向き合う

　いじめ問題に対する取り組みの一つとして道徳で
も授業がいろいろと行われてきましたが，本音での
話し合いが難しく，表面的な通りいっぺんの意見の
出し合いで終わってしまうことが，課題としてあげ
られています。私は日頃，子どもたちの中に「いじ
めはいじめられる側にも問題がある」という考えが
ある限りは，いじめはなくならないと感じていまし
た。そしてそのことについて，学級全員で一度話し
合ってみたいと思っていました。中学校には，生徒
たちがいろいろな小学校から，新たな気持ちで入学
してきます。中学１年生の，まだ問題が起こらない
１学期中（６月頃）に学級全員で話し合うことが必
要だと考え，２時間の授業を設定しました。学級通信 「集団と個人の関係」（担任からのメッセージ）

生徒の感想１
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　いじめに関するできるだけ明るい教材を選び，授
業を行いました。いじめに関してそれぞれ経験があ
るであろう生徒たちの本音を引き出すために，「い
じめにはどういうものがあるのか。」ときいてみま
した。生徒たちからは，大人でもびっくりするよう
ないじめの話が飛び出してきました。
　「いじめは，もちろんいじめるほうが悪いけれど，
いじめられる側にも問題があるの？」ときくと，多
くの生徒が「そうだ。」と答えたのです。ここから
が勝負とばかり，生徒たちの考えを否定せずに聞く
ことに専念しました。大人たちの考えや通りいっぺ
んの話をして，「いじめはいけない」という価値を
押しつけたりはしません。生徒たちの話し合いに蓋
をしてしまってはいけないと思うからです。ここは，
思いの全てをはき出させるべく，子どもたちの立場
で話をさせます。学級全体で，「いじめられる側も
悪い」という話になるのですから，不安になったり，
考えがゆれたりする生徒も出てきます。生徒たちに
自分の意見を書かせて，１時間めを終えます。

　２時間めは前回の授業で生徒たちから出た意見を
検討することから始めました。ほとんどの生徒が「い
じめられる側にも，少しは問題がある。」と答えて
いたのに対し，「もし学級でいじめが起こった場合，
いじめられる側にも問題があるのだからしかたがな
い，と片づけてしまってもいいのでしょうか。」と
授業の最初に問いかけると，生徒たちは困った顔を
していました。
　２時間めでは，いじめの残酷さが描かれた教材を
使用しました。生徒それぞれの経験談ではなく，同
じ教材を使い，同じ土俵の上に立って考えることが
大切です。教材を読み，「もし自分だったら」と考
えさせる（自我関与させる）と，多くの生徒が「い
じめられる側にも問題がある，という考えでいいの
だろうか？」とこれまでの考えに自然と向き合って
いきました。こういうときは，子どもたちの感じる
心を大切にしたいと思います。ここでは，「いじめ
られる側は悪くない。いじめる側が悪い」という考
えを絶対押しつけてはいけないのだと思います。生

学級通信 「いじめ問題に向き合う①」（生徒の考え）

学級通信 「いじめ問題に向き合う②」（生徒の考え）
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徒たちは自ら，「どんな理由があるにせよ，いじめ
る側が悪い。」という価値に気づいていきます。
　このような話し合いを１学期にもったにもかかわ
らず，２学期後半にいじめが起こりました。加害者
の生徒には厳しく指導をすると同時に，学級全体に
向けては，１学期に話し合ったあとに作成した学級
通信（「いじめ問題に向き合う②」）を淡々と読みあ
げました。１学期に自分たちが出した考えに立ち返
り，いじめについて，もう一度考えさせたのです。
それ以降，いじめはなくなりました。
　生徒たちは，実に不安定な世界にいるのかもしれ
ません。一度話し合い，考え，自分なりの正答を見
つけておきながらも，それは絶対にはなり得ないの
です。だからこそ，ふだんからよく生徒たちを観察
することが大切だと感じています。そして，いじめ
の問題について話し合いをもつこと，道徳授業で学
ぶことは，いじめ防止に直結すると考えています。

◆学級通信の活用

　学級は集団として捉えられますが，その学級を構
成しているのは一人一人の生徒たちです。生徒一人
一人のよさや考えを学級のメンバーに広げていくた
めに，学級通信はとても有効です。
　 学級通信に載せる内容は様々です。新学期の抱
負，目標，組織などみんなで話し合って決めた内容，
行事の写真や感想，中体連大会の様子，なにげない
日常のひとコマ，担任からのメッセージ……。そし
て道徳授業の感想といった，「道徳通信」のはたら
きもこなします。道徳授業で考えたこと，発言した
ことは，その時間が終わると消えていってしまいま

す。私は，道徳授業をしたあとには，必ず道徳通信
を出すように心がけています。１時間の授業だけで
は拾いきれなかった生徒の思いや考えをすくいあ
げ，通信を使って，生徒に返したいという思いから
です。板書を画像にして残すことも試みますが，話
し合いが白熱すると，板書することもままならない
時もあります。板書だけでその時間を切り取るのは
無理があります。
　伝えたいこと，伝えたい思いはたくさんあります。
学級通信は，学級内の生徒一人一人の考えや思いを
広げ，つないでいく場なのです。

◆おわりに

　これまでの自分の実践や思いを振り返りながら書
き進めてきました。生徒のことを思えば，ときには

「ダメなことは，ダメ！」といった厳しい指導をす
ることもありますが，深い愛情をもって生徒の成長
を願いつつ日々接していくことを心がけています。
そのために道徳の授業は欠かせないし，そこでの学
びや生徒のよさ，考え，担任からのメッセージを伝
える場として，学級通信は大きな役目を果たしてい
ます。
　学級経営とは，生徒のよりよく生きたいと願う気
持ちを育てながら，生徒一人一人をつなぎ，そのよ
さを広め，学級全体として育てていくものではない
かと感じます。それぞれが相互に影響し合って，そ
れぞれに育っていく。１年間，ともに過ごした生徒
の内面の成長ぶりは，その身体の成長に負けず劣ら
ず，すばらしいものがあります。

特集／学校全体をあげて行う道徳教育
学級経営と道徳授業

生徒の感想２ 学級通信文集　「生徒と過ごした１年間の記録」
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道徳授業をおもしろくする！

小さな道徳授業を
学級経営に生かす

鈴
す ず

木
き

 健
け ん

二
じ

　愛知教育大学教授

連載第１回

 学級経営と道徳授業 

　小さな道徳授業を子どもたちが，とても楽しみに
してくれています。１時間の道徳授業も楽しみにし
てくれています。
　小さな道徳授業を頻繁に実践している今年は，子
どもたちが友達と上手に関われるようになるのが早
いなと感じました。
　常に道徳を学んでいる環境のほうが，友達を思い
やる意識が持続しやすくなるからだと思います。
　友達とうまく関われると，子どもたちは本当に幸
せそうな顔をします。学級に自分の居場所を見つけ
た安心を感じるからだと思います。
　学級づくりをするとき，個と個をつなげる手立て
を考えますが，小さな道徳授業は，いちばん効果の
ある手立てだと思います。
  　
　これは，小さな道徳授業に取り組んでいる教師の
手応えです。三つの効果が読み取れます。

①１時間の道徳授業との相乗効果
②子どもの育ちへの効果
③学級経営への効果

  小さな道徳授業を活用することによって，子ども
の心が育ち，学級経営の充実が図られていることが
わかります。

　まさしく，

道徳の時間は学級経営の時間

なのです。

 小さな道徳授業とは 

　小さな道徳授業とはなんでしょうか。それは，

朝の会や帰りの会などを活用して行う
5 ～ 10分間の道徳授業

のことです。
　教師自身がいいなあと感じた素材（教材）に，発
問を一つか二つ考えればできあがりです。
  工夫してほしいのは，教材を提示するときに「興
味関心を高める工夫をする」ということと，「思考
を刺激する発問を工夫する」ということです。
　右ページの写真を見てください。
  たまたま通りかかった建設現場で発見した看板で
す。書かれている言葉も，特に珍しいものではあり
ません。しかし，驚いたのは看板の大きさでした（看
板の後ろのワゴン車から大きさがわかります）。
　プロの職人が仕事をしている現場に，なぜこんな
大きな看板を掲げる必要があるのでしょうか。それ
は，当たり前のことをきちんとやり続けることは，
プロの職人にとっても簡単なことではないからでは
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ないでしょうか。
　小さな道徳授業を開発するためには，このような
なにげないモノに自分なりの意味づけをすることが
大切です。それが授業のねらいになるのです。

 小さな道徳授業をつくる 

  そこで，この看板を活用して，「凡事徹底」をしっ
かり意識することの大切さに気づかせるとともに，
自分たちの学級に必要な「凡事徹底」について考え
させる授業を構想することにしました。
①「凡事徹底」の言葉を隠した状態で写真（看板の

部分のみ）を提示し，発問します。

発問１　この隠れた部分には，どんな言葉が
書いてあると思いますか。

  「当たり前のこと，やるべきことを当たり前に行
う。」という言葉は見えるようにしておくところが
ポイントです。この言葉を手がかりにして，上に隠
れているのがどんな言葉かを考えることができるか
らです。生徒からは次のような言葉が出されるで
しょう。
　・当たり前を大切に
　 ・きちんとやろう
　・手抜きをしない
　考えが出つくしたところで「凡事徹底」の言葉の

部分を見せ，意味を確認します。
②「この看板はアパートの建設現場にあったのです

が，これを見て不思議に思ったことがありまし
た。」と言って写真の全体像を提示し，発問しま
す。

発問２　建設現場では建設のプロの人たちが
仕事をしています。そのようなところに，
どうしてこんな大きな看板が必要なので
しょう。

　生徒からは次のような考えが出されるでしょう。
・建設のプロの人でも，油断すると失敗したりす

るから。
・やるべきことをきちんとやらないと，よい仕事

はできないから。
③学級に必要な「凡事徹底」を考えるため，次のよ

うな発問をします。

発問３　新しい学年がスタートしました。こ
の学級に必要な「凡事徹底」はなんでしょ
うか。

　生徒からは次のような意見が出されるでしょう。
　 ・人がいやがることをしない。
　・困っている人がいたら助ける。
　・友達の意見をしっかり聞く。
　・自分の仕事を最後までやり遂げる。
　・掃除を丁寧に行う。
　様々な意見の中から，自分がいちばん意識して
やっていきたいことは何かを考えさせ，短冊に書か
せます。短冊は教室に掲示して意識が持続するよう
にします。
　この小さな道徳授業を学年の早い時期に行うこと
によって，学級の「凡事徹底」を意識するようにな
ります。これが学級経営の充実につながっていくの
です。
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自分を認められない日本の子ども

　国立青少年教育振興機構による「高校生の心と体
の健康に関する意識調査報告書〔概要〕―日本・米
国・中国・韓国の比較―」（2018年3月）に，次のデー
タがある。「私は価値のある人間だと思う」に「そ
うだ」「まあそうだ」と回答した高校生の割合が，
米国 83.8％，韓国 83.7％，中国 80.2％，日本は
44.9%というものだ。日本の子どもの自己肯定感の
低さは突出しているといっていい。
　子どもの自己イメージは，それまでにかけられた
言葉に大きく左右される。日本は謙譲や謙遜を美徳
とする国であり，日本の大人はほめ言葉を口にする
ことを苦手としてきた。安易にほめると慢心したり
油断したりするのではと考え，子どもに高い目標を
設定させ，がんばれ，がんばれと叱咤激励する。そ
んな大人も多いであろう。
　子どもは無条件の承認を必要とする存在である。
だが子どもの周りにあるのは，ほとんどが条件つき
の承認である。子どもはそれを満たすために努力し，
認められるような存在になろうともがいている。だ
が，努力が実を結び，自分も周囲も満足させるよう
な結果を残すことができるのは一握りの子どもであ
る。
　すると子どもは，自分が努力し人より上に行くこ
とを目ざすのではなく，誰かを見下し，「あいつよ
りましだ」と思うことで安心しようとするのである。
これはいじめの大きな動機となる。

互いのよさから互いの存在を認め合えるクラスに

　互いのよさを認め合えるクラスをつくりたいと多
くの教師は思うであろう。しかし人を認めるという
行為が，他の人より優れているところがあるから認
めるということであれば，どうであろうか。本当に
全員が，全員のよさを認め合えるクラスはつくれる
のだろうか。
　自己肯定感は，自分の価値を認められる感情だが，
それは人よりも優れている部分を認められるという
意味ではない。人よりも優れている面，劣っている
面も含めて，ありのままの自分を認め大切にできる
ことである。もちろんリフレーミングなどを用いな
がら互いのよさに目を向けることは大切である。だ
が，「今の自分でもいいんだ」とありのままの姿を
認め合うことができれば，クラスの中で自己肯定感
を育む土台となるのではないだろうか。

ありのままの自分を
大切にできる
クラスに

いじめをなくす道徳授業

千
ち ば

葉 孝
こ う

司
じ

　音
おとふけ

更町立音更中学校教諭

内容項目　B-9　相互理解，寛容
本時の目標　自分や他の人のありのままを尊重す

ることの大切さに気づき，いじめのない学級を
築いていこうとする心情を育む。

本時の展開　◎…教師の主な発問・指示等 ◆…生徒の活動

◎「価値のあるもの」と聞いて，何を思い浮かべ
ますか。

◎次のものを，価値があると感じる順に並べてみ
ましょう。

　お金  友情  時間  才能  命  知識  外見  思いやり
個人で考えてから，グループで順位づけをする。

◎これはなんの割合だと思いますか。
　米国 83.8％　韓国 83.7％　中国 80.2％　
　日本　44.9%

導入 「価値のあるもの」について考える。

展開1 自身に価値を見いだしにくい現状に気づく。

道徳授業「ありのままの自分を大切に
できるクラスに」

連載第4 回
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　これは高校生に行った意識調査の，「私は価値の
ある人間だと思う」という項目に，「そうだ」，「ま
あそうだ」と回答した生徒の割合です。
◎自分の価値を感じる日本の高校生が少ないのは

どうしてでしょう。
　「人に自慢できるような長所がない。」
　「自信がない。」
　自己イメージは周囲からかけられる言葉に影響
を受けます。「優しいね」という言葉を多くかけ
られていると「優しい」という自己イメージがで
きあがってきます。ひょっとすると日本の子ども
は，否定する言葉を多くかけられていたり，お互
いにかけ合っていたりするのかもしれませんね。

　否定の反対は肯定です。自分の価値を感じるた
めには，自己肯定感が大切です。自己肯定とは「何
かができる」と思うことではなく「できなくても
いい」と思えることです。もちろん勉強をせずに
テストで0点でもいいという意味ではありません。
今のありのままの自分をOKだと思う部分があっ
て，そのうえで，より成長を目ざして努力するこ
とが大切です。
◎皆さんの得意なこと，不得意なことはなんで

しょうか。
◆ワークシートのAに個人で記入する。

◎グループの人が書いたＡの事柄について，コメ
ントをしてください。「得意なこと」は惜しみ
なく褒めたたえ，「どちらでもないこと」や「不
得意なこと」には，本人の気づいていないよさ
を，ポジティブな言葉で書き，伝えましょう。

◆グループの人のワークシートのBに記入し，回
していく。

 （予想される生徒の反応）
・いつも仕事を一生懸命やってくれて助かります。
・走るのは速いと思うよ。
・いつも笑顔でいいと思う。頭が悪いなんて，そ

ワークシート「ありのままの自分」

展開3 自分自身を多角的に考える。

展開2 自己肯定感について考える。

んなことないよ。前にわからないところを教え
てくれたよね。

◎グループの人たちからのコメントを受けて，皆
さんの今の気持ちを「今の自分って悪くないか
も。だって」に続く形で書いてみましょう。

　自分を否定している人は，他の人を否定します。
　自分を肯定できる人は，他の人も肯定できます。
　自分では嫌だなと思っている部分もあるかもし
れませんが，それも含めて自分自身です。最後に
星野富弘さんの詩を紹介します。
　　痛みを感じるのは　生きているから

　　悩みがあるのは　生きているから

　　傷つくのは　生きているから

　　私は今　かなり生きているぞ

 （星野富弘『《花の詩画集》花よりも小さく』
2003年，偕成社より）

終末 教師の説話を聞き，感想を書く。

名前

得意なこと どちらでも
ないこと 不得意なこと

より

より

より

感想

A

B

今の自分って悪くないかも。だって
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〒101- 0051 東京都千代田区神田神保町 2－10
TEL. 03-3238-6862  FAX. 03-3238-6887「地球となかよし」事務局

応募の決まりなど詳しくはホームページを見てね
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　この地球を救う花は，まずお花なので二酸化炭素を吸っ
て，酸素を出します。それに葉と花びらは太陽光パネルに
なっているので，発電も出来ます。さらに花びらの部分が
風で回って，風力発電も出来る花です。
　みんなが大好きな自然と地球が私達の何代も先の未来で
も，愛されて続けるように，こんなお花が地球中にたくさ
ん色鮮やかに咲くといいと思いました。（中学 3年）

地球を救う花
◎主催／教育出版　◎協賛／日本環境教育学会
◎後援／環境省，日本環境協会，全国小中学校環境教育研究会，毎日新聞社，毎日小学生新聞
＊協賛・後援団体は昨年実績で，継続申請中です。

小学生・中学生（数名のグループ単位での応募も可）応募資格

2019年 7月1日～ 9月 30日
詳細は「優秀作品展示室」とあわせてホームページをご覧下さい。応募期間

作品
テーマ

「地球となかよし」という言葉から感じたり，考えたりしたことを，
写真（またはイラスト）にメッセージをつけて表現してください。

メッセージ
作品募集（2019年度）

①身のまわりの自然が壊されている状況を見て感じたことや，自然環境
や生き物を守るための取り組み
②さまざまな人との出会いを通して，友好の輪を広げた体験，異文化交
流，国際理解に関すること
③その他，「地球となかよし」という言葉から感じたり，考えたりしたこと

第17回

応募者全員に
参加賞が
もらえるよ!


